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付
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衆
議
院
議
員
保
坂
展
人
君
提
出
国
連
広
報
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
不
正
会
計
処
理
問
題
等
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁

書

一
の
�
に
つ
い
て

国
連
の
内
部
監
査
報
告
書
に
は
、
前
払
が
慣
行
と
し
て
行
わ
れ
は
じ
め
た
の
が
平
成
十
二
年
頃
と
の
記
載
が
あ
る
の
み
で
、

だ
れ
が
所
長
の
時
に
始
ま
っ
た
の
か
言
及
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
政
府
と
し
て
承
知
し
て
お
ら
ず
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。

一
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
い
ず
れ
も
承
知
し
て
お
ら
ず
、
現
在
国
連
に
照
会
中
で
あ
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

東
京
国
連
広
報
セ
ン
タ
ー
（
以
下
「
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
東
京
」
と
い
う
。
）
が
国
連
大
学
に
支
払
う
施
設
費
は
、
国
連
大
学
全
体

の
維
持
・
管
理
費
に
お
け
る
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
東
京
に
係
る
部
分
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
は
御
指
摘
の
「
二
重
払
い
」
と
の
認
識
は

有
し
て
い
な
い
。
土
地
・
建
物
を
供
与
し
て
い
る
上
に
施
設
費
を
拠
出
し
て
い
る
他
国
の
国
連
広
報
セ
ン
タ
ー
の
例
に
つ
い

て
は
承
知
し
て
い
な
い
。

一



高
島
肇
久
氏
は
外
務
省
に
お
い
て
御
指
摘
の
施
設
費
の
拠
出
に
関
与
し
て
い
な
い
。

一
の
�
に
つ
い
て

国
連
大
学
の
活
動
に
関
し
必
要
な
援
助
又
は
協
力
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
法
人
で
国
連
大
学
の
中
に
事
務
所
を
設
け

て
い
な
い
も
の
と
し
て
は
、
財
団
法
人
佐
藤
栄
作
記
念
国
連
大
学
協
賛
財
団
が
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
。

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
東
京
は
、
か
つ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
国
連
本
部
と
の
連
絡
窓
口
と

し
て
の
事
務
局
機
能
を
担
っ
て
い
た
と
承
知
し
て
い
る
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ン
パ
ク
ト
・
ジ
ャ
パ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

事
務
所
が
国
連
大
学
に
置
か
れ
て
い
た
こ
と
は
な
い
。

国
連
大
学
の
活
動
に
関
し
必
要
な
援
助
又
は
協
力
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
団
体
に
国
連
大
学
本
部
施
設
の
一
部
を
使

用
さ
せ
る
こ
と
は
、
国
連
大
学
が
日
本
国
の
政
府
及
び
国
民
と
協
力
し
か
つ
協
調
し
て
、
そ
の
責
務
を
十
分
か
つ
効
果
的
に

遂
行
し
並
び
に
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
上
で
適
切
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
御
指
摘
の
「
取
決
」
を
見
直
す
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。

政
府
と
し
て
は
、
国
連
大
学
の
本
部
施
設
が
適
切
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
引
き
続
き
留
意
し
て
ま
い
り
た
い
。

一
の
�
に
つ
い
て

二



政
府
と
し
て
は
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
東
京
が
有
す
る
預
金
の
引
き
出
し
権
限
に
関
し
、
何
も
承
知
し
て
お
ら
ず
、
お
答
え
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。

一
の
�
に
つ
い
て

国
連
事
務
局
の
説
明
は
、
国
連
の
内
部
監
査
報
告
書
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
り
、
政
府
と
し
て
は
当
該
説
明
が
正
し
く
な

い
と
判
断
し
得
る
客
観
的
な
事
実
が
あ
る
と
は
承
知
し
て
い
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
政
府
と
し
て
は
、
我
が
国
拠
出
金
の

適
正
な
執
行
を
確
保
す
る
た
め
に
、
引
き
続
き
、
国
連
事
務
局
側
と
密
接
に
連
絡
を
取
っ
て
行
く
考
え
で
あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
五
百
万
円
の
定
期
預
金
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
な
い
が
、
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
東
京
の
各
年
度
末
の
剰
余
金
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
は
、
政
府
と
し
て
は
、
我
が
国
拠
出
金
の
適
正
な
執
行
を
確
保
す
る
た
め
に
、
引
き
続
き
、
国
連
事
務
局
側
と

密
接
に
連
絡
を
取
っ
て
行
く
考
え
で
あ
る
。

二
の
�
に
つ
い
て

Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
東
京
の
有
す
る
預
金
口
座
の
残
高
の
推
移
等
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
な
い
。

二
の
�
に
つ
い
て

三



御
指
摘
の
定
期
預
金
を
御
指
摘
の
「
国
連
所
蔵
の
美
術
品
巡
回
展
」
の
た
め
に
使
い
切
っ
て
し
ま
お
う
と
、
外
務
省
の
担

当
部
局
が
国
連
本
部
に
打
診
を
行
っ
た
と
は
承
知
し
て
い
な
い
。

三
の
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
監
査
報
告
書
」
は
国
連
の
内
部
文
書
で
あ
る
の
で
、
国
連
側
に
公
表
の
可
否
に
つ
き
照
会
中
で
あ
る
。

三
の
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
パ
ネ
ル
調
査
報
告
書
」
に
つ
い
て
は
入
手
し
て
お
ら
ず
、
そ
の
作
成
手
続
等
も
承
知
し
て
い
な
い
。
同
報
告

書
は
、
国
連
内
の
人
事
管
理
に
関
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
公
表
を
求
め
る
こ
と
は

考
え
て
い
な
い
。

四
の
�
及
び
�
に
つ
い
て

国
連
職
員
の
給
与
は
、
国
連
の
職
員
規
程
及
び
職
員
規
則
に
定
め
ら
れ
た
手
続
に
従
っ
て
、
毎
年
、
国
際
人
事
委
員
会
か

ら
国
連
総
会
へ
の
勧
告
が
行
わ
れ
、
国
連
総
会
の
承
認
を
経
て
決
定
さ
れ
る
と
承
知
し
て
い
る
。
先
の
答
弁
書
（
平
成
二
十

年
六
月
十
三
日
内
閣
衆
質
一
六
九
第
四
七
〇
号
）
四
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
政
府
と
し
て
は
、
御
指
摘
の
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ

東
京
の
自
動
車
運
転
手
の
年
間
給
与
額
を
含
め
、
個
々
の
職
員
の
給
与
の
額
に
つ
い
て
具
体
的
に
承
知
し
て
お
ら
ず
、
お
答

四



え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

四
の
�
に
つ
い
て

日
本
に
事
務
所
を
有
し
、
そ
の
職
員
に
つ
い
て
外
務
省
に
届
出
の
あ
る
国
連
関
係
機
関
で
Ｕ
Ｎ
Ｉ
Ｃ
東
京
以
外
の
も
の
は
、

国
連
大
学
、
国
連
大
学
高
等
研
究
所
、
国
際
原
子
力
機
関
東
京
地
域
事
務
所
、
世
界
知
的
所
有
権
機
関
日
本
事
務
所
、
国
連

食
糧
農
業
機
関
日
本
事
務
所
、
国
連
開
発
計
画
東
京
事
務
所
、
国
連
工
業
開
発
機
関
東
京
投
資
・
技
術
移
転
促
進
事
務
所
、

国
連
人
口
基
金
東
京
事
務
所
、
国
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
サ
ー
ビ
ス
機
関
東
京
事
務
所
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
統
計
研
修
所
、
国
連

地
域
開
発
セ
ン
タ
ー
、
国
連
訓
練
調
査
研
究
所
広
島
事
務
所
、
国
連
人
間
居
住
計
画
ア
ジ
ア
太
平
洋
事
務
所
、
国
連
児
童
基

金
東
京
事
務
所
、
国
連
難
民
高
等
弁
務
官
事
務
所
日
本
・
韓
国
地
域
事
務
所
、
世
界
食
糧
計
画
日
本
事
務
所
、
国
連
人
道
問

題
調
整
事
務
所
神
戸
、
国
際
労
働
機
関
駐
日
事
務
所
、
世
界
保
健
機
関
健
康
開
発
総
合
セ
ン
タ
ー
、
国
連
環
境
計
画
北
西
太

平
洋
地
域
海
行
動
計
画
地
域
調
整
部
富
山
事
務
所
、
国
連
環
境
計
画
国
際
環
境
技
術
セ
ン
タ
ー
滋
賀
事
務
所
及
び
大
阪
事
務

所
、
並
び
に
国
連
国
際
防
災
戦
略
兵
庫
事
務
所
で
あ
る
が
、
個
々
の
国
連
機
関
の
監
査
に
つ
い
て
は
機
関
ご
と
に
異
な
る
と

承
知
し
て
お
り
、
そ
の
個
々
の
監
査
に
関
す
る
事
実
関
係
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
調
査
に
膨
大
な
作
業
を
要
す
る
た
め
、
お

答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

五



四
の
�
に
つ
い
て

御
指
摘
の
よ
う
な
事
実
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
も
承
知
し
て
お
ら
ず
、
お
尋
ね
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

五
に
つ
い
て

政
府
と
し
て
は
、
今
後
と
も
、
国
連
事
務
局
に
対
し
必
要
に
応
じ
情
報
提
供
を
求
め
る
と
と
も
に
、
我
が
国
拠
出
金
の
適

正
な
執
行
を
確
保
す
る
た
め
に
、
国
連
事
務
局
側
と
密
接
に
連
絡
を
取
っ
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

六


